
29・9・15 2リサイクル特集

燃やすごみ
（１kg）

びん・スプレー缶燃やさないごみ 缶プラスチックごみ 古紙・布 2ℓペットボトル
（１kg） （１kg） （１kg） （50g） （75g）（１00g当たり）

31.0円31.0円31.0円140.3円140.3円140.3円 18.7円18.7円18.7円6.7円6.7円6.7円 8.8円8.8円8.8円
処理するのに
どれくらい
かかるのか？ 128.7円128.7円128.7円 156.0円156.0円156.0円

　市内から発生する可燃ごみは、平成１９年３月末に老朽化に伴い可燃ご
みを焼却処理していた二枚橋衛生組合の全焼却炉の運転を停止したこと
から、平成１９年４月より、その全量を多摩地域の各団体の焼却施設で処
理していただいています。これまで長年に渡り、ご支援をいただいた多
摩地域各団体の施設周辺にお住まいの皆様ならびに関係者の皆様に厚く
御礼申し上げます。
　平成２９年度の可燃ごみ処理については、多摩川衛生組合（構成市：稲城
市、狛江市、府中市、国立市）、国分寺市、ふじみ衛生組合（構成市：三鷹市、
調布市）および柳泉園組合（構成市：東久留米市、清瀬市、西東京市）から
ご支援をいただいており、滞りなく処理することができています。施設周
辺にお住まいの皆様ならびに関係者の皆様に重ねて感謝申し上げます。
　可燃ごみの共同処理については、浅川清流環境組合（構成市：日野市、
国分寺市、小金井市）にて、新可燃ごみ処理施設の平成３２年度の本格稼働
をめざして事業を進めていますが、新施設が稼働するまでの間、その処
理を多摩地域の各団体にお願いしなければなりません。市民の皆さんに
は、ご支援をいただいている各施
設周辺にお住まいの皆様および関
係者の皆様へのご負担を軽減する
ため、引き続き、循環型社会の形成
に向けて、ごみの減量・資源化の
推進に取り組んでいただくようお
願いします。

平成２９年度の可燃ごみ処理の支援先
支援量支援先
　６,０００ｔ多摩川衛生組合
　３,６００ｔ国分寺市
　３,５００ｔふじみ衛生組合
　５００ｔ柳泉園組合
１３,６００ｔ合　計

可燃ごみ処理の支援に深く感謝申し上げます　日ごろから、ごみの減
量と資源化にご協力いた
だきましてありがとうご

ざいます。１０月１６日は「世界食糧デー」、１０月は「食糧デー月間」です。
食べられるのに捨てられてしまう食品のことを「食品ロス」といいます。
　全世界では、９人に１人が飢餓に苦しんでいる一方で、作られる食料の
３分の１が捨てられています。これは量にしておよそ１３億ｔです。
　日本の食品ロス（６４２万ｔ／年）のうち、約半分（３１２万ｔ）が、家庭か
ら排出されています。お米に換算すると１日におにぎりを２個ずつ捨てて
いることになります。
　家庭での食品ロスを減らす工夫として、買い物の前に冷蔵庫の中を確認
してみる、調理のときに野菜などの皮をむき過ぎない、食べ切れる分だけ
調理する、残った料理に調味料や食材を加えて新しいメニューを作る、冷
凍保存するなど、ちょっとした心掛けと工夫で食品ロスを減らすことがで
きます。気がついたときに、できることから試してみてください。
【７月分のごみ排出量報告】
７月分の燃やすごみ１人１日当たり排出量は、２６３.４ｇとなり、目標値
（２７５.４.ｇ）を１２.０ｇ下回りました。

○１９９

ごみ1人1日当たりの排出量（単位：g）

（参考）燃やすごみ
前月・前年度同月の排出量 271.0 284.1

29年度
6月

28年度
7月

（参考）燃やさないごみ
前月・前年度同月の排出量 33.2 31.8

29年度
6月

28年度
7月燃やさないごみ

（市内全域） 26.8 33.5 △6.7
7月 目標量 差引

燃やすごみ
（市内全域） 263.4 275.4 △12.0

7月 目標量 差引

やった
目標達成

やった
目標達成

ごみ・資源物処理経費に総額約28億6,306万3千円平成28年平成28年度度
廃棄物会廃棄物会計計
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総　額
平成28年度

28億6,306万3千円
平成27年度

28億8,656万9千円

収集運搬
32.4％
収集運搬
32.4％

焼却処理
40.4％
焼却処理
40.4％

5.1％5.1％
7.7％7.7％

不燃系ごみ
破砕等処理
14.3％

不燃系ごみ
破砕等処理
14.3％

平成２７年度平成２８年度
１１億５,４５５万７千円１１億５,５６１万２千円※焼却処理

※浅川清流環境組合負担金を含む

平成２７年度平成２８年度
９億２,４９１万７千円９億２,９０８万５千円収集運搬
３億３,３０２万５千円３億３,３４８万４千円燃やすごみ
５,４２９万９千円５,４３７万９千円燃やさないごみ
４,６８２万１千円４,６８８万２千円粗大ごみ
９,７０６万５千円９,７２０万５千円プラスチックごみ

１億６,０３７万５千円１億６,０６１万４千円古紙・布

３,３０１万５千円３,３０７万４千円びん・スプレー缶・有
害ごみ

３,７１１万２千円３,７１５万２千円空き缶・金属
５,５６３万９千円５,５６９万９千円ペットボトル
４３６万６千円４３０万１千円拠点回収
７,９１７万５千円８,１８０万５千円剪定枝・乾燥生ごみ
２,４０２万５千円２,４４９万円集団回収

平成２７年度平成２８年度

１億９,６４５万円２億２,０４２万５千円埋立・エコセメント化
処理

平成２７年度平成２８年度
１億３,６３６万１千円１億４,６１６万６千円選別等処理

２６１万円４９３万７千円古紙・布
３,３４９万４千円３,５８７万６千円びん
３,０６０万１千円３,０９８万４千円空き缶・金属
２,５９２万１千円２,７０９万２千円ペットボトル
４２４万６千円４２６万１千円拠点回収
９８４万４千円１,２５５万６千円可燃粗大・布団
２,９６４万５千円３,０４６万円剪定枝・乾燥生ごみ

平成２７年度平成２８年度
３１６万７千円３７３万９千円その他

平成２７年度平成２８年度
４億７,１１１万７千円４億８０３万６千円不燃系ごみ破砕等処理
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市民1人当たり　2万4,011円
1世帯当たり　　4万8,668円
　平成２８年度にごみ・資源物の処理に
かかった経費は、総額で約２８億６,３０６万
3千円でした。これは、本市の平成２８
年度一般会計決算の約７.１％、市税収入
の約１１.９％になります。平成２８年度の
ごみ・資源物の総排出量は２７,１０２ｔ
で、１ｋｇ当たり１０５.６円となり、市民
１人当たりで見ると２万４,０11円、１
世帯（平均約２.０人）当たり４万８,６６８円
になります。
歳入総額は約4億3,061万3千円
　ごみ・資源物の処理に係る歳入は、
約４億３,０６１万３千円でした。これは、
ごみ・資源物処理経費総額の約１５.０％
に当たります。歳入のうち、家庭系ご
み処理手数料は約２億８,７７３万４千円、
粗大ごみ処理手数料は約３,０６１万３千
円でした。

環境基金について
　環境基金は、ごみ処理施設の整備や
新たなごみ減量施策、環境保全事業の
充実などに充当するため設置している
ものです。平成２８年度は環境基金に４
億９００万円が積み立てられました。内訳
は、家庭系ごみ処理手数料収入約２億
８,７７３万４千円の約２５％に当たる約
７,１９３万３千円、一般財源から約３億
３,７０６万７千円です。
資源化処理にも
多額の経費が使われます
　平成２８年度に資源化処理（資源物の
収集、資源物・燃やさないごみ・プラ
スチックごみなどの資源化）にかかっ
た経費は、約７億２,４７７万６千円（ご
み・資源物処理経費総額の約２５.３％）
でした。限りある資源を有効活用する
ため、資源物を分別することはもちろ
ん大切です。しかし、その処理には多額
の経費が使われます。そのことからも、

まずはごみになるものを元から減らす
発生抑制に取り組むことが重要です。
まずは発生抑制に取り組んでください
　日常生活の中で実践できる、代表的
な発生抑制の取り組みを以下に紹介し
ますので、最優先での取り組みをお願
いします。
渇生ごみの水切りを徹底する
渇マイボトル、マイバッグを持参する
渇余分なものは買わない
渇過剰包装やダイレクトメールは断る
渇食材は作りすぎない、使い切る
　そして、発生抑制に取り組んだ後
に、使えるものは何度でも使うリユー
ス（再使用）、分別の徹底により資源
になるものを捨てずに再生利用するリ
サイクル（再生利用）へ取り組むこと
も大切です。引き続き、発生抑制を最
優先としたごみの減量・資源化の推進
へのご理解・ご協力をお願いします。

１ｔ当たりの処理経費
処理経費種　別
１２万８,７４３円燃やすごみ
１５万５,９６７円燃やさないごみ
１１万７,７２４円可燃系・布団

粗大ごみ
１７万１,８８０円不燃系
１４万３２０円プラスチックごみ
１２万８,２７７円有害ごみ
３万１,０２５円古紙・布
６万６,７８７円びん・スプレー缶
１７万５,５５１円空き缶・金属
２４万８,９６５円ペットボトル
９万１２９円拠点回収

１１万３,０５７円剪定枝・乾燥生ごみ
１万４,９６０円集団回収

ごみ・資源物の処理に係る歳入内訳
２億８,７７３万４千円家庭系ごみ処理手数料

主
な
内
訳

２,４５７万６千円事業系ごみ処理手数料
２,０８７万１千円自家搬入ごみ処理手数料
３,０６１万３千円粗大ごみ処理手数料

４,５４８万８千円可燃・不燃ごみ有価物
売り払い収入

２,１３３万１千円その他

その他　 0.1％

選別等
処

選別等
処理理

埋立・エコセメント埋立・エコセメント化化
処処理理


